
稲川支援学校進路だより 
 

 

 

 

 

 

６月７日から１１日にかけて中学部で前期作業学習週間がありました。また、６月７日から１８

日にかけて、高等部で前期実習が行われました。中学部では働くことに関心や意欲をもつこと、高

等部では将来の社会生活・職業生活に必要な態度やマナーを実際の場面で経験して身に付けること

を目指して取り組みました。事後学習では、自分の目標が達成できたか、成果と課題は何かを振り

返り、日々の学習で身に付けていきたいことを考えることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

                                      

 

 

 

                   

令和３年度 第３号 

令和３年６月２９日 

秋田県立稲川支援学校 

進路指導部 発行 

高等部 校内実習 

校内に模擬事業所を設定して実施しました。作業資材を一般事業所からお借りして行っている班もありま
す。将来の生活に必要な態度や人との対応の仕方などについて、より具体的な場で経験するとともに、働く意
欲を高めることを目的としています。 

丸三化成稲川工場（ポリパックの結束）    
 
 
 
 
 
 
 

一般事業所や障害福祉サービス事業所で、実習を行いました。社会生活、職業生活に必要なマナーや職場で
のきまりを実際の場面で具体的に経験しました。社会生活への適応力、働く意欲や心構えを養い、卒業後の主
体的な進路選択を目指すことを目的としています。（写真は一部です。） 

稲川リサイクル工場（新聞紙等でエコバック作り・油吸い取りパット作り） 
 
 
 
 
 

湯沢商工会議所委託作業
所 
  （宛名シール貼り） 

ポリッシュ 

無限堂 グランマート湯沢 ひだまり農園 

ワークセンターゆざわ 

酒のやまや 

ショートステイかつら あきたアグリネット 

佐藤養助商店

 

高等部 現場実習 

羽後のうさん

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手工芸班 

「涼しい」色をイメージして

クラフトコースターを作りま

した。お客様に喜んでもらえる

ようにバンドの色を選んだり、

きれいな出来映えになるよう

に、各工程のポイントに気を付

け、丁寧に製作に取り組んだり

することができました。  

リサイクル班 

アルミ缶のリサイクル作業

と、シュレッダーした広告紙を

利用しての新製品作りをしま

した。たくさんのアルミ缶をリ

サイクルするとともに、新製品

販売に向け大きく前進するこ

とができた作業学習週間とな

りました。 

 

陶芸班 

丸皿、角皿、ぐい呑みなどを

６名で協力して１３０点ほど作

りました。「涼しい色」をイメー

ジして、釉薬の色を選択し、釉

がけを行ったり、流し込みでぐ

い呑みを作ったり、製品の完成

までの手順をひととおり体験す

ることができました。 

 

今年度は、「高等部の前期実習の様子から、学習の取り組み方の違いに気付き、日頃の作業学習に取り

入れたいことを考えること」をねらいとして、中学部の生徒全員が高等部の校内実習を見学しました。実

習の様子を直接見学したり、リモートで見学したりして、質問に答えてもらう場面もありました。黙々と

作業に取り組む高等部の実習の様子を目の当たりにし、「集中して作業に取り組む姿を見習いたい。」とい

う感想が多くあがりました。今回の経験を、今後の作業学習に生かしていきたいです。 

     

中学部生徒が高等部校内実習を見学 

 


